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★町の人口人口10,161( 14）男4,811( 4）女5,350( 10）世帯合計3,417( 」 2) 62年9月末日現在1内は前月との比較です 
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第2次 
赤池町 
総合計画 

麟
 

台
湾
で
文
化
交
流
深
め
る
 

九
月
十
四
日
、
小
笠
原
古
 

流
茶
道
師
範
菊
谷
水
月
（
 

私
の
こ
と
で
す
）
は
、
沖
 

縄
の
生
徒
と
共
に
、
沖
縄
 

県
華
道
会
会
長
儀
間
華
容
 

氏
一
行
と
台
湾
を
訪
れ
、
 

国
際
花
友
会
中
華
民
国
分
 

会
と
文
化
交
流
茶
道
、
華
 

道
、
琉
舞
、
日
舞
の
模
範
 

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

特
に
茶
道
は
日
本
の
伝
統
 菊

谷
III
ツ
1
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日
・
中
親
善
友
好
文
化
交
流
 

伏
原
 
木
村
翠
畔
 

九
月
十
八
日
か
ら
二
十
 

日
ま
で
の
三
日
間
、
飯
塚
 

市
ジ
ャ
ス
コ
三
階
に
お
い
 

て
、
翠
畔
書
道
会
の
会
員
 

展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
 

終
日
の
二
十
日
、
中
国
上
 

海
無
錫
よ
り
、
日
本
の
電
 

機
メ
ー
カ
ー
に
技
術
研
修
 

に
来
ら
れ
て
い
た
、
元
書
 

法
教
師
の
潟
申
栄
団
長
以
 

主要施策 
第1期基本計画 

基本方針

◆計画期間ノ部1年度～S65年度0テーマIT出合いとふれあいと安らぎの場の割造」人ロフレームノ孤20吠 

芸
能
の
特
技
と
し
て
、
万
場
の
関
心
と
 

拍
手
を
あ
び
、
特
別
出
演
と
し
て
連
客
 

に
台
湾
高
官
婦
人
の
と
び
こ
み
が
あ
る
 

な
ど
、
会
場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。
 

又
、
日
本
舞
踊
は
、
花
柳
芳
春
菊
（
私
 

の
こ
と
で
す
）
が
祝
儀
舞
と
、
自
作
の
 

田
川
ぶ
し
、
赤
池
音
頭
の
扇
子
舞
を
披
 

露
し
て
、
万
場
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
 

茶
道
、
日
舞
は
中
国
語
と
英
語
で
司
会
 

者
の
解
説
が
あ
り
、
台
湾
の
方
た
ち
に
 

刻
 
わ
か
り
や
す
く
説
明
 

榊
 
さ
れ
ま
し
た
o

十
六
 

叱
 
日
夜
、
台
湾
ラ
イ
オ
 

り
 
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
役
員
 

舶
七
十
人
同
伴
）
会
員
 

陥
 
の
皆
さ
ん
の
歓
迎
を
 

獣
 
受
け
、
い
く
ら
か
で
 

柵
も
文
化
の
交
流
が
で
 

飴
 
き
た
の
で
は
、
と
思
 

携
 
っ
て
い
ま
す
。
 

下
八
名
の
方
が
、
会
員
展
を
参
観
さ
れ
、
 

二
十
七
日
翠
畔
書
道
会
道
場
に
て
歓
迎
 

の
中
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
席
で
 

・行政に対する理解を得るため広報機能の強化をはかる。 

○情報公開制度についての検討をすすめる。 

0 住民の意識、要望を的確に知るため住民意識調査の定 

期化を推進する。 また、地区別懇談会を積極的に展開 

する。 

0 コミュニティづくり、各種住民団体の育成を通じ、イ主 

民が「自分たちのまちは自分たちの手でつくる」 とい 

う住民自治意識の高揚をはかる。 

〇行政区の見直しを図る。 

基本計画をより効果的かつ着 

実に推進するため、住民参加シ 

ステムを整備し、住民同士、住 

民と行政の対話を基本に、住民 

主体の住み良いまちづくりを推 

進する。 

[1．住民参加】 

この構想の実現には、住民同士が連 

帯し、自分たちのまちは自分たちでつ 

くっていくという、本来の意味での住 

民自治の確立をはかる必要がある。 

そのため、広報、広聴活動を積極的 

に行い、住民の意思を充分に反映し、 

また住民が必,要とする情報が住民に的 

確に伝わるシステムの構築に努める。 

▲伏原の書道場で右下が団長 

今
後
、
日
本
と
中
国
 

書
法
会
と
の
文
化
交
 

流
を
行
う
こ
と
を
約
 

束
、
互
い
の
書
作
品
 

の
交
換
な
ど
を
し
な
 

が
ら
、
友
好
の
縁
を
 

結
ぶ
と
し
て
帰
国
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

・国鉄の第三次廃止対象路線の存続に向けての要望活動 

を積極的に行う。 

○国道201 号八木山パイパスの延伸、田川環状線の整備 

等、広域道路体系の整備を促進する。 

0 上水、工業用水のための水資源開発を強力に推進する。 

〇広域医療ネットワーク、救急医療システムの充実をは 

かる。 

○広域圏でー体となって企業誘致活動を積極的に展開す 

る。 

0 各市町村の観光資源の整備を促進し、広域観光ルート 

の確立に努める。 

〇社会保育短大の4年制への移行をはかるとともに高等 

教育機関、職業訓練機関の誘致活動を積極的に行う。 

・広域園での総合調整機能の充実強化を促進する。 

圏域全体の一体的発展に寄与 

するよう、県、周辺市町村との 

意志疎通をはかり、本町o万愛割 

を着実に果していくよう努める。 

[2’広域行政】 

モータリゼーションの発達などによ 

り、住民の生活圏は行政区域を超えて 

拡大していることから、県、近隣市町 

村との密接な協力関係を保ち、それぞ 

れの特性に応じ効率的に機能を分担し 

あい、圏域がー体となって発展するよ 

う努める。 ~ 

I 
~ 
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3，行財政運営】 
旬
の
味
覚
（
さ
つ
ま
い
も
）
を
満
喫
一
日
面
 

原
 
松
岡
智
佐
子
 

身
近
に
あ
る
、
さ
つ
ま
い
も
を
見
直
 

し
一
日
一
個
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

さ
つ
ま
い
も
は
、
中
国
か
ら
沖
縄
に
 

つ
た
わ
り
、
昔
、
さ
つ
ま
と
呼
ば
れ
た
 

鹿
児
島
県
へ
ひ
ろ
ま
り
ま
し
た
の
で
、
 

そ
の
名
を
取
っ
て
、
さ
つ
ま
い
も
と
名
 

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 
さ
つ
ま
い
も
の
栽
 

培
を
研
究
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
蘭
 

学
者
の
青
木
昆
陽
。
 

さ
つ
ま
い
も
の
繊
維
は
、
大
腸
の
運
 

動
を
さ
か
ん
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
人
 

々
か
ら
、
“
お
な
ら
）
の
も
と
だ
と
嫌
わ
 

れ
て
い
ま
す
が
、
大
腸
ガ
ン
を
予
防
す
 

る
役
目
が
あ
る
そ
う
で
す
。
又
、
コ
レ
 

ス
テ
ロ
ー
ル
（
血
管
に
つ
く
よ
ご
れ
）
 

を
取
り
去
っ
て
く
れ
ま
す
。
焼
い
て
も
、
 

ふ
か
し
て
も
、
栗
よ
り
う
ま
い
十
三
里
 

い
か
が
で
す
か
。
 

（栄養素） 

1りog に含くまれる 

ビタミンC 

さっまいも 30m 

じゃがいも 23mg 

さ と い も 5 mq 

やま い も 9 m 

レ モ ン 90m 

ト マ ト 20mq 

な す 5 m 

み
か
ん
狩
り
へ
ど
う
ぞ
 

常
福
 
熊
谷
大
次
郎
 

秋
の
日
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て
、
緑
 

の
葉
の
間
に
、
黄
色
の
み
か
ん
が
鈴
な
 

り
に
地
面
に
届
い
て
い
る
様
は
、
見
事
 

で
す
。
山
上
よ
り
は
一
望
千
里
、
筑
豊
 

C 総合企画調整機能の強化によって行政全体の統ー性、 

総合性を確保し、円滑かつ効果的な行財政運営を推進 

する。 

〇行財政組織の簡素化および人事移動の柔軟化を促進し 

限られた人材の効果的活用をはかる。 

〇職員の研修制度を見直し充実強化をはかる。 

〇住民サービスの向上と経費節減のため、事務処理の簡 

素化、集中化を進め、OA機器の導入を検討する。 

〇税に対する住民意識の向上をはかり税の徴収率を高め 

るとともに、的確な捕提に努める。 

0 住民福祉の向上と経済の振興をはかるため最小の経費 

で最大の効果をあげるよう、主要プロジェクトに対し 

人および財源の重点配分を行う。 

このため長期的な展望に立った人事配置計画、 

財政計画を策定し本計画の推進をはかる。 

I 

住民の生活様式の変化、情報化の進~ 

展などにより、要の拡大、高度化、多~ 

様化が進展しており、これにより行政I 

機構の細分化、専門化をもたらし財政と 

需要も拡大の傾向にある。 しかし、長プ 

期的な安定経済成長期にあって 本町I 

財政をとりまく情勢は非常に厳しい状I 

況にあり、これ以上の財政の拡大は望I 

めない状況にある。 このため、住民とI 

職員の創意工夫を生かし、総合的かつ！ 

計画的かつ効率的な行政運営に努めるI 

ものとする。 ~ 

~ 

高度化、多様化する行政需要 

に対応しつつ財政再建を果すた 

め、住民の理解と協力のもと厳 

しい態度で行財政運営の効率化 

を進める。 

』
 

の
町
々
、
紅
葉
の
福
智
連
峰
と
す
ば
ら
 

し
い
眺
め
で
す
。
お
年
寄
り
か
ら
小
さ
 

い
お
子
さ
ん
ま
で
容
易
に
登
れ
る
小
高
 

い
山
で
す
。
入
園
料
、
試
食
は
無
料
で
 

す
。
糖
度
十
三
、
五
度
、
酸
味
も
あ
り
 

コ
ク
の
あ
る
み
か
ん
で
す
。
 

十
一
月
上
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
 

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆
さ
ん
お
揃
 

い
で
お
い
で
下
さ
い
。
 

間
い
合
せ
 

か
 28 

1
3
0
8
3
 

轟」 
寺
 

善
 

定
 肥

 

上
野
橋
 

「

『

ー
 

俳

旬

雑

稿

⑩

 

稲
荷
 
三
木
春
翁
 

白
雲
廟
の
坂
を
下
り
、
鉄
道
の
黒
橋
 

を
渡
る
と
左
側
に
山
の
墓
地
が
あ
る
。
 

こ
の
墓
地
は
元
、
三
坑
の
連
卸
捲
や
、
 

汽
確
場
を
造
る
た
め
削
っ
た
山
の
中
腹
 

に
あ
っ
た
の
を
、
こ
こ
へ
移
し
た
の
で
 

あ
る
。
 

墓
地
の
坂
を
上
る
と
直
ぐ
右
側
に
緒
 

方
句
狂
さ
ん
の
墓
が
あ
る
。
句
狂
さ
ん
 

は
坑
内
災
害
で
両
眼
失
明
、
知
人
の
す
 

す
め
で
俳
句
を
始
め
た
と
い
う
。
（
若
い
 

頃
、
旬
作
は
さ
れ
て
い
た
と
も
聞
く
）
 

失
明
後
ホ
誌
へ
初
め
て
投
句
し
た
。
 

「
第
二
次
総
合
計
画
」
 
の
 

概
要
説
明
は
今
月
で
一
通
り
 

終
り
ま
し
た
。
昨
年
の
十
一
一
 

月
号
か
ら
一
年
間
、
限
ら
れ
 

た
紙
面
の
中
で
、
細
か
い
と
 

こ
ろ
ま
で
紹
介
で
き
な
か
っ
 

た
こ
と
を
、
お
詫
び
し
ま
す
。
 

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
で
 

あ
る
昭
和
七
十
五
年
度
ま
で
 

ク
緑
と
清
流
、
や
 

き
も
の
と
文
化
の
 

ま
ち
赤
池
〈
 

ー
人
の
心
の
豊
さ
を
 

も
と
め
て
ー
 

を
目
指
し
て
、
赤
池
町
に
住
 

む
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
が
、
 

住
ん
で
い
て
本
当
に
良
か
っ
 

た
と
言
え
る
よ
う
な
町
づ
く
 

り
に
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
 

行
政
も
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

※
ご
意
見
、
ご
感
想
、
待
 

っ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
や
 

団
体
、
そ
の
他
研
修
会
な
ど
 

で
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
説
明
 

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
総
務
 

課
企
画
係
ま
で
連
絡
し
て
下
 

さ
い
。
 

計画は、今日からみんなの力で始まります 
〇
長
き
夜
を
眠
り
通
し
て
ま
る
三
日
 

の
句
が
 

〇
長
き
夜
と
も
短
き
日
と
も
わ
き
ま
へ
 

ず
 

と
虚
子
先
生
の
添
削
に
よ
り
初
入
選
 

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旬
狂
さ
ん
の
心
眼
 

が
開
か
れ
、
ホ
来
努
力
し
て
広
く
盲
俳
 

人
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
 

い
う
。
句
集
に
 
「
由
布
」
 
が
あ
る
。
 

〇
誰
や
ら
ん
野
菊
供
へ
し
句
狂
の
碑
 

〇
遠
き
日
や
月
も
詠
み
た
る
盲
句
狂
 

墓
地
の
坂
道
を
登
り
つ
め
た
南
寄
り
 

に
三
坑
大
災
害
の
時
の
「
合
葬
之
墓
」
 

が
あ
る
。
裏
面
に
は
赤
池
炭
鉱
と
刻
ま
 

れ
て
い
る
。
 

〇
供
華
も
な
く
盆
過
ぐ
炭
鉱
の
合
葬
碑
 

盆
を
終
っ
た
十
六
日
に
行
っ
て
見
た
 

時
、
供
華
も
な
く
小
さ
な
器
に
ダ
ン
ゴ
 

が
ー
つ
傾
い
て
供
え
ら
れ
て
あ
っ
た
。
 

墓
地
に
添
っ
て
坂
道
の
町
道
が
あ
る
。
 

一
昨
年
、
妻
が
町
立
病
院
に
入
院
し
た
 

時
見
舞
に
行
き
、
帰
り
を
回
り
道
し
て
 

こ
の
坂
道
を
帰
っ
た
。
私
は
こ
の
坂
道
 

の
途
中
で
ふ
と
前
妻
を
福
岡
市
外
の
療
 

養
所
に
見
舞
っ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
 

出
し
た
。
 

そ
の
頃
（
昭
和
十
九
年
）
私
は
懲
用
 

で
四
坑
の
坑
口
捲
で
働
い
て
い
た
。
歳
 

暮
近
く
海
軍
の
召
集
令
状
が
来
た
の
で
、
 

出
征
前
に
前
妻
を
見
舞
っ
た
の
で
あ
る
。
 

妻
は
既
に
重
病
患
者
の
病
室
に
い
た
。
 

妻
は
話
す
気
力
も
な
く
黙
々
と
ベ
ッ
ド
 

に
寝
て
い
た
。
 

「
で
は
お
れ
は
出
征
す
る
か
ら
、
養
 

生
し
て
元
気
に
な
れ
よ
」
 
と
私
は
言
っ
 

て
短
い
面
会
を
終
っ
た
。
 

療
養
所
を
出
て
松
原
の
道
を
帰
り
な
 

が
ら
、
私
は
ふ
と
こ
み
上
げ
て
来
る
涙
 

を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
 

路
傍
で
泣
く
の
も
揮
か
ら
れ
、
私
は
松
 

山
に
入
っ
て
思
い
切
り
泣
い
た
。
 

〇
妻
見
舞
ひ
独
り
実
き
た
る
落
葉
山
 

私
は
正
月
三
日
に
佐
世
保
に
入
隊
し
 

妻
は
五
月
に
死
去
し
た
。
 

町
立
病
院
に
妻
を
見
舞
っ
た
翌
日
は
 

わ
が
家
の
月
忌
で
、
住
職
が
読
経
に
来
 

た
。
私
は
住
職
の
背
後
に
座
し
、
唱
名
 

す
る
と
、
前
妻
の
位
牌
に
向
っ
て
短
い
 

会
話
を
交
し
た
。
 

〇
残
菊
を
供
へ
て
妻
と
語
り
け
り
 

ホ

誌

の

二

句

欄

に

私

の

句

が

初

め

て

 

の

っ

た

の

は

右

の

二

句

で

あ

る

。

 

※
ホ
誌
と
は
明
治
三
十
年
、
正
岡
子
規
主
宰
で
創
刊
 

さ
れ
た
俳
句
雑
誌
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
事
で
す
『
（
編
者
注
）
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
運
転
音
は
げ
し
草
刈
る
残
暑
中
 

〇
そ
れ
く
に
病
苦
を
こ
ら
へ
夏
過
ぎ
 

ぬ
 

〇
退
院
の
ベ
ツ
ド
乾
さ
れ
あ
り
秋
日
和
 

〇
大
部
屋
の
窓
開
け
放
ち
秋
う
ら
ら
 

〇
秋
の
燈
や
退
院
ベ
ッ
ド
白
々
と
 

〇
深
呼
吸
す
る
患
者
一
人
秋
の
空
 

〇
秋
茄
子
の
今
日
も
献
立
付
け
て
あ
り
 

〇
近
代
化
的
病
舎
に
伏
す
や
蔑
貰
影
 

〇
長
き
夜
や
寝
る
前
服
す
安
定
剤
 

〇
枝
豆
の
膳
す
み
て
後
賞
味
す
る
 

伝統的工芸品月間一1日～30日（通商産業省） パートタイム労働旬間一1日～10日（労働省） 



.

 

④ 
赤
池
）
に
ペ
ガ
サ
ス
子
ど
も
会
 

初
代
育
成
会
長
に
水
永
 
裕
氏
 

⑤
 

… 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
 

町
来
町
内
 2
7
 

番目の子ども会 

、
か
ネ
土
 
が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
づ
 

わ
咲
け
て
「
ペ
ガ
サ
ス
子
ど
も
 

！

瞬

 会
」
。
ペ
ガ
サ
ス
誕
生
と
 

り
 

同
時
に
育
成
会
も
結
成
さ
 

れ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
 

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
昨
年
の
同
地
区
集
会
所
建
設
 

に
よ
り
、
赤
池
N

・
T

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
の
中
で
十
数
回
に
及
ぶ
準
備
委
 

一
 

つ文化 
の 

伝承二 

理り加り吻プ 
加ふかいけー

員
会
を
経
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
今
 

後
の
多
彩
な
活
動
が
大
い
に
期
待
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
ペ
ガ
サ
ス
の
初
代
役
員
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
 

【
育
成
会
長
】
水
永
 
裕
【
副
会
長
】
 

早
田
孝
康
、
佐
藤
日
出
男
【
会
計
】
川
 

原
美
佐
夫
【
指
導
員
】
浜
崎
孝
一
、
久
 

保
敏
郎
 

【
ペ
ガ
サ
ス
子
ど
も
会
長
】
佐
藤
孝
昭
 

【
副
会
長
】
成
清
留
美
子
【
書
記
】
佐
 

藤
里
江
【
会
計
】
村
上
鉄
男
 

一
 
．
 
一
 
一
 
‘
 
●
 
●
 
一
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
一
 
一
 
一
 
●
 
！
 
●
 
一
 
・
 

、
 

、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
 

10 

月
 

初
の
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

18 

日、 

町
民
G

と
勤
労
 

凡
者
体
育
館
で
緑
 

k
l

環
（
小
恒
一
 

ケ
丘
N

・
T
公
 

雄
館
長
）
の
親
 

赤
池
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
 

町
部
の
公
民
館
長
さ
ん
張
り
切
る
 

地
区
公
連
赤
池
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
猪
 

口
博
好
会
長
）
が
毎
月
一
回
定
例
会
を
 

開
催
し
て
、
町
部
地
区
公
民
館
活
動
の
 

活
性
化
に
つ
い
て
勉
強
を
重
ね
て
い
ま
 

「
 r

 

す
。
こ
れ
は
地
区
公
連
（
立
花
杉
夫
会
 

長
）
の
基
本
路
線
を
そ
の
ま
ま
実
行
し
 

た
も
の
で
、
参
加
者
は
町
部
の
各
地
区
 

公
民
館
長
。
こ
れ
に
日
野
茂
春
専
門
委
 

員
が
特
別
参
加
し
て
 
「
今
後
は
子
育
連
 

や
体
協
さ
ん
、
補
導
さ
ん
と
は
ば
広
い
 

研
修
の
場
に
し
た
い
」
 
と
意
欲
満
々
。
 

人の心の 

豊かさを 

もとめて 

！
 
一
 
一
 
一
 
●
 
！
 
一
 
一
 
一
 
●
 
●
 
●
 
一
 
●
 
一
 
●
 
！
 
,
 
．
 
一
 
一
 
．
 
一
 
．
 
！
 
一
 
．
 

、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
●
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

「
ワ
ッ
、
ン
ョ
イ
万
【
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
万
こ
 

ー
威
勢
の
い
い
掛
声
が
鉦
（
か
ね
）
 

や
太
鼓
と
お
祭
り
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
奏
 

で
る
と
、
赤
池
町
は
、
秋
一
色
で
す
。
 

10 

月
 10 

日、 

11 

日
の
秋
祭
り
。
こ
と
 

1 

ト勇壮にくり出した上野の山車‘ 

し
は
山
車
（
だ
し
）
や
花
山
笠
が
例
 

年
よ
り
少
な
く
、
あ
い
に
く
の
天
候
 

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
地
域
の
皆
さ
 

ん
が
力
を
合
わ
せ
て
綱
を
引
き
、
山
 

車
を
動
か
す
姿
は
勇
壮
で
、
な
ぜ
か
 

心
が
弾
み
ま
し
た
。
 

10 

日
夜
の
 
「
の
ど
自
慢
大
会
」
は
、
 

27 

人
の
地
域
代
表
が
の
ど
を
競
い
、
 

研
修
所
大
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
五
百
人
 

を
越
す
大
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
 

い
ま
各
地
で
村
お
こ
し
や
町
づ
く
 

り
、
ふ
る
里
づ
く
り
が
い
っ
ぱ
い
。
 

わ
が
赤
池
町
で
は
、
伝
統
あ
る
地
域
 

の
お
祭
り
を
大
事
に
伝
承
す
る
こ
と
 

が
、
町
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
 

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ん
て
、
村
の
鎮
 

守
の
神
様
の
前
で
考
え
ま
し
た
。
 

ふ
か
か
か
か
か
か
』
”
か
か
か
か
』
”
蔵
”
か
か
か
か
』
乞
て
乞
て
て
て
て
て
て
て
て
て
”
 

睦
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

剣
士
が
町
民
会
館
に
集
ま
り
、
熱
戦
を
 

こ
の
日
は
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り
に
、
 

展
開
し
ま
す
。
 

緑
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
た
 

本
町
も
小
、
中
学
生
の
豆
剣
士
 50 

名
 

く
さ
ん
の
花
が
咲
き
 
「
ま
た
や
ろ
う
」
 

が
参
加
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
 

第
 14 

回
赤
池
町
少
年
剣
 

こ
の
大
 

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

道
大
会
、
 
11 

月
8
日
に
 

会
に
は
近
 

第
 28 

回
町
民
バ
レ
ー
 

隣
市
町
村
か
ら
6
百
名
を
越
え
る
少
年
 

ボ
ー
ル
は
 12 

月
6

日
 

20 

支
所
が
 

目
下
3

連
覇
 カー、クーラー、カ 

ラーTVは現代の三種 

の神器。それがI C 、 

OA が相手ということ 

になると、もう「勤労」 

なんて遠い彼方の存在。 

近頃は身を挺して働く 

大切さを、忘れかけて 

はいないか。身を拾て 

てこそ浮かぶ瀬もあれ 

、23日は「勤労感 

謝の日」―。 

ナ
イ
タ
ー
設
備
 

体
協
は
来
春
設
置
に
期
待
 

赤
池
体
協
（
大
島
勇
夫
会
長
）
が
2
 

千
6

百
人
の
署
名
を
集
め
町
議
会
に
提
 

出
し
て
い
た
 
「
町
民
G

の
夜
間
照
明
設
 

置
に
関
す
る
請
願
」
 
は
、
さ
き
の
9
月
 

定
例
議
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

ナ
イ
タ
ー
の
話
は
、
設
置
に
向
け
て
一
 

歩
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

今
後
の
取
り
扱
い
は
、
財
源
確
保
。
 

12 

月
定
例
議
会
で
、
具
体
化
に
向
か
っ
 

て
審
議
検
討
さ
れ
ま
す
。
 

ナ
イ
タ
ー
設
備
は
、
添
田
町
、
方
城
 

町
、
赤
村
に
続
い
て
田
川
郡
で
は
4
番
 

目
。
体
協
、
と
く
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
 

盟
や
テ
ニ
ス
部
等
は
 
「
来
春
の
開
幕
時
 

に
間
に
合
わ
せ
て
貰
え
ば
 

」
と
熱
 

い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
 

j

)
 

一
 

し
て
黄
金
時
代
を
築
い
て
ま
す
が
、
こ
 

れ
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
の
は
ど
こ
？
・
 

女
の
熱
い
戦
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
 

第
9
回
町
民
卓
 

卓
球
人
口
が
少
 

球
大
会
は
 29 

日
 

な
い
な
か
、
年
々
 

出
場
チ
ー
ム
は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

本
大
会
に
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

A
イ
ギ
リ
ス
の
若
者
ビ
ー
 

ト
ル
ズ
が
 20 

年
前
、
リ
バ
プ
 

ー
ル
サ
ウ
ン
ド
を
ひ
っ
さ
げ
 

全
世
界
を
興
奮
の
る
つ
ぼ
に
 

し
た
。
 
リ
バ
プ
ー
ル
と
は
、
 

イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
町
、
特
に
保
守
的
考
 

え
が
強
い
町
で
あ
っ
た
▲
今
、
各
新
聞
 

の
地
方
版
を
開
く
と
目
に
映
る
の
は
、
 

若
者
を
中
心
と
し
た
村
お
こ
し
、
町
お
 

こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
の
記
事
で
あ
ふ
れ
て
 

い
る
▲
こ
こ
数
年
、
若
者
達
が
何
か
を
 

「
ふ
る
里
」
 
に
求
め
て
い
る
姿
が
あ
る
。
 

こ
れ
は
各
町
村
の
若
者
が
 21 

世
紀
に
向
 

か
っ
て
試
行
錯
誤
の
闘
い
の
中
で
よ
り
 

よ
い
 21 

世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
 

姿
で
は
な
い
か
A

高
齢
者
は
、
今
の
若
 

者
に
は
発
想
や
想
像
性
が
欠
け
て
い
る
 

と
い
う
。
旧
態
依
然
の
発
想
を
乗
り
越
 

え
る
の
は
若
者
の
特
権
で
あ
る
。
い
ま
 

地
域
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
若
者
 

の
行
動
、
若
者
の
パ
ワ
ー
を
ど
う
受
け
 

と
め
る
か
▲
本
町
も
来
年
の
 11 

月
で
 50
 

才
を
迎
え
る
実
社
会
に
お
い
て
、
ニ
ュ
 

ー
リ
ー
ダ
ー
と
い
わ
れ
る
年
頃
で
あ
る
。
 

75 

才
の
人
が
、
若
者
だ
っ
た
頃
に
、
こ
 

の
赤
池
の
町
を
い
か
に
し
て
育
て
る
か
 

そ
れ
が
青
年
団
活
動
の
源
で
あ
っ
た
▲
 

今
、
本
町
が
青
年
へ
期
待
す
る
も
の
は
 

無
限
の
力
。
本
町
の
村
お
こ
し
、
町
お
 

こ
し
も
青
年
の
力
、
無
限
の
発
想
が
今
 

の
町
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
 

で
も
な
い
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
町
か
、
 

そ
れ
と
も
地
域
か
、
そ
れ
と
も
 

っ・ 

町
民
G
に
7

百
人
 

12 

月
1

日
 

筑
豊
地
区
G
B
大
会
 

の
予
定
。
町
 

民
G

に
ス
テ
ッ
ク
片
手
の
シ
ル
バ
 ー
パ
 

ワ
ー
百
チ
ー
ム
、
7
百
人
が
集
ま
り
日
 

本
G
B
連
合
福
岡
県
支
部
主
催
で
。
清
 

原
会
長
率
い
る
本
町
チ
ー
ム
の
大
健
闘
 

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

自
由
」
「
愛
」
「
平
等
」
 

守
り
た
い
子
ど
も
の
人
権
 

o
ー

 

痛
ま
し
い
事
件
の
 

中
で
の
親
の
あ
り
方
 

近
年
よ
く
「
子
ど
も
が
親
を
」
、
「
親
 

が
子
ど
も
を
」
 
と
い
っ
た
よ
う
な
痛
ま
 

し
い
事
件
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
高
校
、
大
学
の
受
験
時
期
に
な
 

る
と
 
「
受
験
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ
る
自
殺
」
 

「
受
験
生
が
金
属
バ
ッ
ト
で
両
親
を
な
 

ぐ
り
殺
す
…
」
ま
た
、
生
活
苦
に
よ
る
 

「
親
子
無
理
心
中
」
、
「
生
後
ま
も
な
い
 

赤
ち
ゃ
ん
を
放
置
」
等
、
こ
の
よ
う
な
 

事
件
は
、
た
だ
親
自
身
の
考
え
、
行
動
 

だ
け
で
子
ど
も
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
り
 

子
ど
も
の
意
志
と
は
無
関
係
に
将
来
を
 

決
め
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
の
で
は
な
 

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
う
い
う
事
 

件
を
聞
い
た
時
、
私
た
ち
は
親
に
同
情
 

し
な
が
ら
も
一
方
で
は
巻
き
添
え
に
さ
 

れ
た
幼
い
子
ど
も
の
不
幸
に
胸
を
し
め
 

つ
け
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
 
こ
 

う
し
た
事
件
の
後
で
「
私
の
育
て
方
が
 

悪
か
っ
た
の
で
す
」
 
と
い
う
言
葉
が
親
 

人権学習 

か
ら
返
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
 

育
て
方
以
前
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
そ
れ
も
親
に
「
子
ど
も
の
意
志
を
 

尊
重
す
る
」
 
と
い
う
民
主
的
な
も
の
の
 

考
え
方
、
見
方
が
欠
け
て
い
た
か
ら
だ
 

と
思
い
ま
す
。
 

〇
 

子
ど
も
も
一
人
の
人
間
で
す
 

現
在
の
社
会
や
家
庭
の
中
に
は
ま
だ
 

ま
だ
半
封
建
的
な
考
え
方
が
ま
か
り
通
 

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
一
個
人
と
し
 

て
尊
重
す
る
よ
り
も
親
の
権
威
が
優
先
 

し
子
ど
も
の
将
来
を
も
決
め
て
し
ま
う
、
 

こ
れ
も
そ
の
ー
つ
で
す
。
ま
た
親
は
子
 

ど
も
の
為
に
と
思
い
指
導
、
助
言
、
忠
 

告
し
た
事
が
結
果
的
に
は
子
ど
も
の
心
 

トバッチI)きまったネ（市場運動会から）, 

を
ど
こ
か
で
傷
っ
け
て
い
る
と
い
う
こ
 

と
に
気
づ
い
て
い
な
い
事
が
多
々
あ
り
 

ま
す
。
こ
う
し
た
家
庭
内
の
気
づ
か
れ
 

な
い
小
さ
な
意
識
が
差
別
を
生
み
、
家
 

庭
内
に
不
幸
な
問
題
を
生
み
出
し
て
い
 

る
の
で
す
。
 

〇
 

同
和
問
題
解
決
へ
の
道
 

以
上
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
時
、
 

そ
こ
に
同
和
問
題
廿
差
別
を
し
な
い
、
 

（
人
間
を
個
人
と
し
て
尊
重
）
、
差
別
 

を
な
く
す
こ
と
が
い
か
に
大
切
な
事
か
 

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

同
和
問
題
の
研
修
会
、
学
習
会
な
ど
 

で
 
「
差
別
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
仲
良
 

く
、
そ
し
て
明
る
く
暮
ら
し
て
い
く
世
 

の
中
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
 
と
い
う
こ
 

と
が
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
 

ま
ま
私
達
の
家
庭
に
あ
て
は
め
て
考
え
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
思
い
ま
す
。
 

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
意
味
も
な
 

く
や
っ
て
い
る
行
動
が
や
や
も
す
る
と
 

相
手
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
よ
 

く
あ
り
ま
す
。
何
事
も
相
手
の
身
に
な
 

っ
て
考
え
、
自
分
の
心
の
中
に
目
を
向
 

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
「
子
 

ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
」
 

こ
れ
は
私
た
ち
大
人
の
願
い
で
す
。
し
 

か
し
、
こ
う
な
る
に
は
周
り
か
ら
東
縛
 

さ
れ
る
よ
う
な
事
も
な
く
、
伸
び
伸
び
 

と
自
由
に
育
っ
て
い
け
る
社
会
を
ま
ず
 

造
り
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
、
親
の
あ
た
た
か
い
 

愛
情
で
子
ど
も
を
育
て
、
明
る
い
家
庭
 

づ
く
り
を
目
ざ
す
、
こ
の
こ
と
が
明
る
 

く
住
み
よ
い
社
会
に
変
わ
っ
て
く
る
と
 

同
時
に
、
同
和
問
題
解
決
へ
の
道
に
つ
 

な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

〇
 

断
つ
に
忍
び
な
い
恩
愛
 

私
た
ち
大
人
み
ん
な
が
人
類
の
自
由
 

と
愛
と
平
等
を
願
う
な
ら
、
そ
の
心
は
 

き
っ
と
子
ど
も
達
を
正
し
い
道
へ
導
き
、
 

き
ず
弄
一
 

親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
家
庭
の
紳
 

は
き
れ
る
こ
と
な
く
、
や
が
て
は
全
世
 

界
を
結
ぶ
大
き
な
紳
に
な
る
の
で
は
な
 

い
で
し
ょ
う
か
。
 

日
本
国
憲
法
第
十
三
条
（
個
人
の
尊
 

重
）
抜
す
い
 

「
す
べ
て
の
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
 

重
さ
れ
る
」
 

〇
今
月
の
解
放
講
座
 

11 

月
 25 

日
 19 

時
 

30 

分
よ
り
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
。
 

一
難
難
響
繊
！
難
纏
難
一
難
難
難
一
一
一
 

】
婆
嚇
婆
喜
輿
喜
喜
薯
冥
冥
W
一散荒羊マー「マ】」マー「」喜古・苦喜」×」「「【「マ暑「暑」】「【」苦」？「「「一 

お
互
い
に
教
え
学
び
合
う
「
町
 

民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
。
熱
烈
 

指
導
者
の
紹
介
作
業
は
絶
好
調
グ
 

さ
ら
に
、
自
薦
他
薦
大
歓
迎
。
e
 

28 

ー
四
一
〇
〇
ま
で
ご
連
絡
を
。
 

全国青少年育成強調月間一1日～30日（総務庁） 税を知る週間-一 11日～17日（税務署） 



(6) 

議会だより 昭
和
六
十
二
年
第
十
回
十
月
臨
時
町
 

議
会
が
十
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
 

た
。
議
案
は
三
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
 

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
意
見
書
は
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
ニ
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
六
千
三
百
三
十
一
万
二
千
 

円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
四
十
 

三
億
四
千
八
百
六
十
五
万
八
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
内
容
の
主
な
も
の
は
、
吉
 

ケ
浦
下
池
の
土
砂
の
し
ゅ
ん
漢
及
び
仮
 

設
道
路
の
工
事
、
た
め
池
周
辺
の
公
園
 

化
の
経
費
、
昭
和
六
十
二
年
度
建
設
予
 

定
の
大
谷
団
地
四
戸
の
造
成
費
や
周
辺
 

の
石
積
フ
エ
ン
ス
、
水
路
等
工
事
費
、
 

今
年
七
月
発
生
し
た
台
風
五
号
及
び
集
 

中
豪
雨
等
に
よ
る
、
道
路
法
面
の
崩
壊
 

や
農
業
用
水
路
及
農
道
等
の
被
害
の
復
 

旧
に
係
る
経
費
、
又
、
ボ
タ
山
防
災
事
 

業
の
設
計
調
査
委
託
料
の
追
加
、
繰
越
 

事
業
で
あ
る
旧
赤
池
保
育
所
の
移
転
復
 

旧
の
工
事
費
な
ど
の
経
費
で
す
。
 

⑨
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
‘
昭
和
六
十
 

二
年
度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
「
吉
 

ケ
浦
上
池
整
備
工
事
」
（
昭
和
六
十
三
年
 

二
月
十
四
日
完
成
予
定
）
の
工
事
予
定
 

価
格
の
金
額
が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
 

た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑦
 

新
健
康
教
室
⑤
 

ー
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
 

赤池町立病院 

内科医長 

武冨 章 

▼
心
臓
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
 

病
気
（
心
臓
と
高
血
圧
）
▲
 

わ
が
国
の
死
因
順
位
は
、
第
一
位
が
 

ガ
ン
、
第
二
位
は
脳
卒
中
、
第
三
位
は
 

心
臓
疾
患
で
す
。
こ
の
心
臓
疾
患
の
う
 

ち
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
よ
う
な
冠
 

状
動
脈
疾
患
の
死
亡
率
は
こ
の
三
十
年
 

の
間
に
約
四
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

心
臓
は
全
身
の
血
液
循
環
を
司
る
セ
 

ン
タ
ー
で
す
か
ら
、
心
臓
の
働
き
が
悪
 

く
な
れ
ば
、
全
身
の
組
織
に
十
分
な
血
 

液
が
送
ら
れ
な
く
な
り
、
 

「
心
不
全
」
 

の
状
態
に
な
り
ま
す
。
 

【
心
筋
の
栄
養
】
 

心
臓
は
筋
肉
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
 

の
筋
肉
に
栄
養
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
 

心
臓
の
周
囲
に
は
冠
状
動
脈
と
い
う
血
 

管
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。
こ
の
冠
状
 

動
脈
は
大
き
く
三
本
に
枝
わ
か
れ
し
て
 

心
臓
の
各
部
分
に
酸
素
や
栄
養
分
を
 

送
っ
て
い
ま
す
。
 

【
動
脈
硬
化
は
冠
動
脈
だ
け
で
な
く
、
 

弁
膜
に
も
起
こ
る
】
 

動
脈
の
硬
化
は
冠
状
動
脈
に
も
起
こ
 

っ
て
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
と
い
っ
た
 

疾
患
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
は
御
理
解
い
 

ま
だ
ま
越
や
毎
ま
す
 

岩
城
辰
美
さ
ん
表
彰
さ
れ
る
 

「
み
ん
な
の
為
に
何
か
で
き
れ
ば
、
 

そ
う
考
え
て
毎
日
、
交
通
安
全
を
願
っ
 

て
立
ち
続
け
た
結
果
、
表
彰
し
て
頂
い
 

て
…
」
面
映
ゆ
そ
う
に
、
そ
う
話
し
て
 

く
れ
た
の
は
、
福
岡
県
下
で
た
っ
た
一
 

人
「
道
路
交
通
安
全
の
業
績
」
 
で
建
設
 

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
中
町
団
地
の
岩
 

城
辰
美
さ
ん
。
記
念
品
の
桐
の
紋
の
入
 

っ
た
三
段
重
ね
の
木
杯
と
賞
状
を
前
に
 

し
て
「
励
み
に
な
り
ま
す
」
 
と
一
言
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
山
崎
幸
男
（
東
町
）
〇
奥
 

山
留
美
（
下
町
）
〇
藤
村
昇
男
（
下
小
路
）
 

〇
本
島
一
郎
（
暁
町
）
〇
居
原
鉄
男
（
昭
 

和
町
）
浜
ロ
サ
カ
ョ
（
伏
原
）
〇
細
川
伊
 

平
（
原
田
）
以
上
十
月
十
七
日
現
在
七
件
 

で
総
額
二
十
一
万
五
千
円
で
す
。
 

※
十
月
号
の
香
典
返
し
の
中
で
「
藤
田
 

徳
松
」
と
あ
る
の
は
、
「
藤
田
ア
ッ
子
」
 

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
 

ま
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
加
治
馨
廿
 

10
 

口
〇
小
松
春
義
廿
5

口
 

【
寄
附
】
九
光
石
油
廿
5
千
円
〇
匿
名
 

廿
2
千
円
 

【
古
切
手
】
藤
野
八
郎
廿
鰯
枚
 

岩
城
さ
ん
は
こ
の
他
に
も
幼
児
や
学
童
、
 

老
人
の
安
全
誘
導
の
た
め
、
福
岡
県
知
 

事
表
彰
。
又
、
少
年
補
導
員
と
し
て
、
 

青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
生
の
功
 

に
よ
り
、
福
岡
県
警
か
ら
の
表
彰
と
、
 

同
じ
月
に
ト
リ
プ
ル
表
彰
。
 

「
こ
の
体
 

の
続
く
限
り
」
こ
う
話
す
岩
城
さ
ん
の
 

家
に
は
、
「
自
分
で
も
整
理
す
る
の
が
む
 

つ
か
し
い
」
 
と
言
う
程
の
額
縁
に
入
り
 

切
れ
な
い
数
多
く
の
賞
状
が
積
み
重
ね
 

／ × 
11月福祉センターの行事 
【休館日】 【心配ごと相談日】 

2日、3日、9日、15日 7日、17日、27日 
16日、23日、30日 午前10時～午後3時 

【福祉バス運行日】 【健康相談日】 

毎日衝テしています 第1水曜日（11月4日） 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台11月13日田 

を提供します。 午前11時～ 
※ゲート場けイター石］）も自由に詳I用下さい。 

× ノ 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
猿
畑
公
民
館
、
清
酒
2
升
〇
山
本
常
 

男
（
赤
池
）
成
鶏
2

羽
〇
長
尾
春
義
（
直
 

方
市
中
泉
）
ロ
ー
ル
巻
 15
 

本
〇
居
原
酒
 

店
（
赤
池
）
金
一
封
〇
池
田
福
勇
（
上
 

野
）
雑
巾
9
枚
〇
香
月
栄
（
方
城
町
伊
 

方
）
黄
金
糖
1

』
〇
大
庭
本
店
（
赤
池
）
 

エ
ス
カ
ッ
プ
 50 

本
 

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
 

は
心
臓
の
内
面
に
も
起
こ
る
可
能
性
が
 

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
心
臓
の
な
か
に
あ
 

る
弁
に
も
硬
化
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
 

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
 

い
わ
ゆ
る
「
心
臓
弁
膜
症
」
 
と
よ
ば
れ
 

る
疾
患
に
な
り
、
心
不
全
の
状
態
に
な
 

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

【
高
血
圧
が
心
臓
に
あ
た
え
る
影
響
】
 

高
血
圧
が
心
臓
に
あ
た
え
る
影
響
と
 

し
て
、
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

一
，
高
血
圧
→
心
臓
の
負
担
の
増
大
→
 

心
臓
肥
大
→
心
不
全
 

心
筋
の
肥
大
は
、
そ
の
初
期
に
は
何
 

の
障
害
も
起
こ
し
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
 

心
筋
の
変
質
が
起
こ
り
始
め
ま
す
。
心
 

臓
の
力
が
弱
く
な
り
、
動
俸
が
起
こ
り
 

や
す
く
、
肺
の
う
っ
血
に
よ
る
息
切
れ
、
 

咳
、
疾
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
 

こ
れ
が
心
不
全
の
症
状
で
あ
り
、
進
行
 

す
る
と
、
足
の
む
く
み
、
肝
臓
の
腫
れ
、
 

腹
水
、
尿
量
の
減
少
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
 

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

二
，
冠
状
動
脈
の
硬
化
→
心
筋
へ
の
血
 

液
の
補
給
が
不
足
 

心
筋
が
部
分
的
に
酸
素
不
足
に
な
り
、
 

特
有
の
痛
み
を
起
こ
し
た
り
、
血
行
が
 

と
だ
え
て
心
筋
が
壊
死
を
起
こ
し
た
り
 

し
ま
す
。
前
者
は
狭
心
症
、
後
者
は
心
 

筋
梗
塞
で
す
。
 

【
狭
心
症
】
 

狭
心
症
は
心
臓
の
筋
肉
を
養
っ
て
い
 

る
冠
状
動
脈
が
硬
化
し
て
、
血
流
が
悪
 

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
心
筋
に
充
分
な
 

ふる里「クリ 

▲昨年の「クリーン作戦」より 

ツ作戦」 
赤池町商工会青年部の 

主催で空カン拾いを行い 

ます。 1 人でも多くの方 

の参加をまっています。 

日時=11月22日（日） 

午前9時から 

集合場所一赤池町商工会 

館前 

※当日、雨天の場合は中 

止します。 

遺族基礎年金等の受給権者が婚 

お元気ですか保健婦です 

酸
素
を
供
給
で
き
な
い
こ
と
か
ら
起
こ
 

り
ま
す
。
 

年
齢
的
に
は
、
初
老
期
以
後
の
人
に
 

多
く
、
女
性
よ
り
も
男
性
に
多
く
み
ら
 

れ
ま
す
。
 

症
状
は
、
発
作
的
に
あ
ら
わ
れ
、
前
 

胸
部
に
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
不
快
 

感
が
起
こ
り
、
不
安
感
に
襲
わ
れ
ま
す
。
 

症
状
の
強
い
と
き
の
痛
み
は
、
左
肩
か
 

ら
左
手
、
特
に
そ
の
内
側
に
放
散
し
ま
 

す
。
顔
面
は
蒼
白
と
な
り
、
歩
く
こ
と
 

も
、
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
 

く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
作
は
数
 

分
間
続
き
ま
す
。
早
朝
の
外
出
時
や
、
 

夜
間
の
排
便
の
際
に
発
作
を
起
こ
し
や
 

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

発
作
は
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
て
起
こ
 

る
場
合
が
多
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
医
 

師
に
相
談
し
、
薬
剤
を
手
元
に
置
い
て
 

お
く
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
。
亜
硝
酸
の
 

吸
入
や
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の
内
服
 

が
有
効
で
す
。
 

【
心
筋
梗
塞
】
 

冠
状
動
脈
が
つ
ま
っ
た
た
め
に
心
筋
 

を
養
う
血
液
が
心
筋
に
い
か
な
く
な
り
、
 

そ
の
流
域
の
心
筋
組
織
が
壊
死
を
起
こ
 

し
た
状
態
で
す
。
初
老
期
以
後
の
男
子
、
 

特
に
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
多
い
人
に
多
 

く
み
ら
れ
る
病
気
で
す
。
 

症
状
と
し
て
は
、
狭
心
症
よ
り
も
強
 

い
痛
み
が
、
心
臓
部
か
ら
胸
骨
の
裏
側
 

に
起
こ
り
、
背
部
か
ら
左
肩
に
か
け
て
 

放
散
し
ま
す
。
症
状
は
狭
心
症
で
は
数
 

分
ま
た
は
十
分
程
度
で
消
え
る
の
に
た
 

い
し
て
、
心
筋
梗
塞
で
は
長
く
持
続
し
 

ま
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
あ
ら
 

わ
し
、
冷
汗
、
 

顔
面
蒼
白
、
 

チ
ア
ノ
ー
 

ゼ
な
ど
を
 

き
た
す
こ
 

と
が
多
い
の
 

で
す
。
 

左冠状動脈 

左前下行枝 

発
作
中
血
圧
は
著
し
く
低
下
し
、
脈
は
 

微
弱
と
な
っ
て
、
時
々
不
整
脈
も
み
ら
 

れ
ま
す
。
ま
た
、
不
安
、
興
奮
な
ど
精
 

神
的
動
揺
が
は
げ
し
く
、
七
転
八
倒
の
 

苦
し
み
方
を
し
た
う
え
に
、
意
識
を
失
 

う
例
も
あ
り
ま
す
。
 

治
療
は
ま
ず
絶
対
安
静
を
守
ら
せ
、
 

麻
薬
性
鎮
痛
剤
の
注
射
、
酸
素
吸
入
な
 

ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
症
状
が
安
定
 

し
て
か
ら
も
、
医
師
の
許
し
が
あ
る
ま
 

で
は
、
安
静
を
続
け
て
い
な
い
と
、
再
 

発
し
た
り
、
脳
塞
栓
な
ど
の
危
険
な
症
 

状
を
起
こ
し
が
ち
で
す
か
ら
注
意
を
要
 

し
ま
す
。
 

次
回
は
腎
臓
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
 

起
こ
る
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
 

恒
三
」
お
わ
び
と
訂
正
一
三
昌
三
虐
 

帥
 

十
月
号
の
5

ペ
ー
ジ
、
町
内
清
町
 

町
掃
の
 
「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
 
の
m
 

”
写
真
が
入
れ
変
わ
り
、
町
議
員
、
町
 

町
あ
き
か
ん
拾
い
と
あ
る
の
は
町
職
m
 

m
員
の
間
違
い
で
し
た
。
お
わ
び
し
m
 

岬
て
訂
正
し
ま
す
。
 

m
 

ョ
ー
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三I
三
」
」
三
三
三
三
三
三
三
三
」
」
ョ
 

今年8 月にガンにかかった方3人が富士登山につい 

でアルプスの最高峰モンブランに登項されました。 い 

ずれの方もガン告知され、手術後の 「生きがい療法」 

を実践されています。 それほどガンで手術されて生き 

つづけている人が多くなっているのでしょう。先日も 

アメリカの大統領婦人ナンシーさんが乳ガンの手術を 

受けたと報道されていました。欧米では昔から乳ガン 

が女性のガンのトップを占めているし、死亡率でみて 

も第1位です。日本ではまだその6分の1程度ですが 

下図の様に着実に増えつづけていて日本の乳ガンも近 

い将来には女性ガンの上位になる事が予想されていま 

す。「私がガンなんかにかかるはずがないノ了自分はガ 

ンとは無縁だ」 と思っていませんか？でも意外にも30 

歳代からの死因の我然、ガンがトップなんです。残念 

ながら赤池町でも4人に1人は悪性腫蕩で亡くなって 

いるのが現状なんです。その中で乳ガンは自分で発見 

することが出来る数少いガンの1つですから月に一度 

は日を決めて、自己検診をするようおすすめします。 

そして習熟し乞医師による早期検診を忘れずに。精密 

検査の必要のある方の大部分は乳腺症等の良性腫傷で 

すから変に恐がらずに受けてみませんか？ 

乳ガン、子宮ガン検診実施日は期日が11月10日因、 

午前9時～10時受付、場所は同和対策中央研修所、料 

金は1000円（70才以上無料）、対象は町内の30才以上 

の女性の方。 赤池町死亡原因 

乳がん死亡吐（女〕 
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遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
 

た
 

し
 

本』 

る
人
が
再
婚
し
た
り
、
離
縁
に
 

よ
り
親
族
関
係
が
な
く
な
っ
た
 

と
き
は
年
金
を
受
け
る
権
利
が
 

な
く
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
 

は
十
四
日
以
内
に
失
権
届
を
役
 

場
年
金
係
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
 

も
し
、
こ
の
届
け
出
を
怠
っ
 

た
り
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
 

金
の
過
払
い
分
を
返
し
て
い
た
 

だ
く
な
ど
、
め
ん
ど
う
な
こ
と
 

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
 

だ
さ
い
。
母
子
年
金
や
寡
婦
年
 

金
を
受
け
て
い
る
人
も
再
婚
し
 

た
場
合
な
ど
は
失
権
届
を
十
四
 

日
以
内
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
 

敬
老
会
で
の
お
年
寄
り
の
送
り
迎
え
 

に
、
毎
年
、
建
設
業
組
合
の
マ
イ
ク
ロ
 

バ
ス
が
無
償
で
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
 

す
。
組
合
の
み
な
さ
ん
、
運
転
手
の
み
 

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

秋の全国火災予防運動- 26日～12月2日（消防庁） 全国児童福祉会議- 12日・13日（厚生省） 



(8) 

り工事による片側通行 
御協力下さい 

下図の道路が来年の1月下旬まで片側通行となり 

ます。御迷惑ですが、御協力下さい。 

工事時間は午前8時～午後5時です。 

32M 

上小路 

集会所 

渡J 熊谷本窯 
' 74M 
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曹交通事故のご相談は 

曹お気軽にどうぞ 

国無料でご相談に応じていますミ 
写 雲 

雲午前9時半～午後4時40分（平日） 
曹告讐旦は正午吉で（第2’第3土曜日は休みます） 曽 
蓄0卑りの相談員が親身になってご相談に応じます曹 

I 。弁護士相談日毎週金曜日午後1時～4時 I 
曹社団法人日本損害保険協会 曹 

曹小倉目動車保険請求相談センター ， 
奪 曹 北九州市小倉北区紺屋町9 -1 

明治生命小倉ビル8階 小倉調査事務所内 

jI 。093 - 52 1 - 2140 (直‘)~93- 541-1531 I 
吾 電話のご相談もお受けします 菩 

I 
I 

- 

さがしています落した方 

⑥時計＝=10月の中頃、町立病院で見つ 

けました。金色です。 

⑥指環＝一金色で、指環の内側に1984. 

4・15A -S と彫られています。曽 

これは病院前の駐車場で10月 曹 

20日頃拾いました。 

豊竺 28-2083,_. ._,町輪院巻）I 
おユ1二玉つき：ヒ1二賀ノ、力干 

「 ’ー二 ニマ、 一 ・ § 
11月5日より発売しま 
ぞク ・無地（40円） 

※絵柄：わか松、梅下 
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「
一
日
も
早
く
、
元
気
に
な
っ
て
下
 

さ
い
」
 
こ
ん
な
気
持
を
花
に
込
め
て
、
 

清
原
サ
ョ
子
さ
ん
（
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
 

ウ
ン
）
か
ら
、
お
よ
そ
一
週
間
に
一
度
 

町
立
病
院
に
花
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
花
は
、
清
原
さ
ん
自
身
の
手
で
花
 

び
ん
に
生
け
ら
れ
、
病
院
の
待
合
室
な
 

ど
に
飾
ら
れ
で
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
 

美
し
い
花
に
、
や
さ
し
い
気
持
を
添
え
 

て
届
け
て
下
さ
っ
て
い
る
、
清
原
さ
ん
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
つ
か
ま
 

し
く
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

▲花を生けて下さる清原サョ子さん 
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四
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十
七
日
因
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民
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日
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市
場
小
学
校
保
健
室
 

二
十
五
日
困
老
人
ホ
ー
ム
 

二
十
七
日
金
四
区
公
民
館
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対
象
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三
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方
で
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間
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も
、
 
13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
で
 

す。 
圏
一
歳
六
カ
月
健
診
 

士
一
日
困
 
町
民
会
館
、
生
後
一
歳
六
カ
月
一
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
ぐ
一
歳
九
ケ
月
、
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

十
六
日
囲
 
町
民
会
館
へ
生
後
ニ
ケ
月
 

ン 

10 

時
ー
 11 

時
 30 

分
 

一 

、十ニケ月、 

圏
三
種
混
合
 

十
九
日
困
 
町
民
会
館
（
生
後
 2
4
 

ケ月I
一 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
／
 

轟
ケ
月
、
 

圏
麻
し
ん
 

二
十
四
日
因
町
立
病
院
、
生
後
 1
8
 

ケ
月
ン
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分一 

、
讐
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十
日
因
 
同
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対
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中
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研
修
所
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ー
 10 

時
 

※
三
十
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
対
象
で
 

料
金
は
千
円
、
た
だ
し
七
十
歳
以
上
の
 

方
は
無
料
で
す
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暴
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関
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困
り
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」
「
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た
事
」
「
聞
い
た
事
」
 

が
あ
れ
ば
た
だ
ち
 

に
相
談
又
は
、
連
 

絡
し
て
下
さ
い
。
 

写
真
は
、
保
育
園
の
運
動
会
の
と
き
 

に
、
写
真
を
写
し
て
い
る
私
を
、
写
し
 

た
写
真
で
す
。
何
と
な
く
舌
を
噛
み
そ
 

う
な
写
真
で
す
が
、
い
つ
も
フ
ォ
ー
カ
 

ス
し
て
い
る
私
が
、
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
 

た
と
い
う
の
は
、
い
い
気
分
な
も
の
で
 

す
。
実
を
い
う
と
、
こ
の
写
真
は
私
の
 

机
を
照
ら
し
て
い
る
、
け
い
光
灯
の
ス
 

イ
ッ
チ
か
ら
輪
ゴ
ム
を
つ
な
ぎ
、
ク
リ
 

ッ
プ
で
は
さ
ん
で
い
て
、
四
六
の
ガ
マ
 

で
は
な
い
で
す
が
、
私
は
己
が
姿
を
い
 

つ
も
見
て
い
る
訳
で
す
。
べ
つ
に
こ
れ
 

を
見
て
ウ
ッ
ト
リ
し
て
い
る
の
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
や
っ
て
る
ね
、
や
っ
て
ま
 

す
よ
c

又
や
り
ま
す
か
、
そ
う
ね
。
「
」
 

ん
な
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
す
。
 

11月は町県民税4期分の納税月です 


